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平成25年 1月 1日より大津市民病院脳神経外科に診療部長として着任

いたしました。皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。私は『脊髄

脊椎外科』を専門としております。平成 8年に大阪市立大学医学部を卒

業し、京都大学病院脳神経外科（菊池晴彦教授）に入局いたしました。

その後は兵庫県立塚口病院にて脳神経外科の基礎であるマイクロサー

ジェリーと脳神経外科一般を、平成 11 年からは京都大学大学院にて、

てんかん・機能外科の臨床研究に携わり学位を取得するとともに、基礎

的な脳血管内治療にも携わっております。私の専門領域である脊髄脊椎

外科につきましては、平成 15 年から当大津市民病院において寶子丸稔先

生、小山素麿先生、五十嵐正至先生また平成 18 年からは静岡県立総合病

院にて諏訪英行先生、花北順哉先生の下で、修練を積んでおります。

大津市民病院脳神経外科は、小山素麿先生、五十嵐正至先生、寶子丸稔先生の歴代部長の元、

脊髄脊椎疾患の治療センターとして目覚ましく発展し、数多くの脊髄脊椎外科の Specialist

を輩出しながら現在に至っております。その歴史の重さたるや想像を絶するものがありますが、

肩肘はらずに小生にできることを一つ一つ着実にこなしてまいりたいと考えております。皆様、

御指導・御協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

さて、小生の診療の基本姿勢でありますが、それは「For the Patient」の一言に尽きます。

医療サイドからの視点ばかりでなく、患者様の立ち位置や背景を可能な限り凝視し、満足のい

く治療結果へと導いていく・・。特に脊髄脊椎外科は基本的に機能外科でありますので、我々

医療サイドが自己満足におちいるのではなく真に患者様が御満足いただけるように、手術のみ

ならず、様々な salvage therapy も取り入れ、Co-medical との連携も強化していきたいと考え

ております。

実際の診療におきましては、まず、昨年まで旧来型の診断機器しかなく満足のいく診断治療

が困難であった脳卒中診療ですが、おそらく新年度頃からは新型の血管撮影装置が導入される

予定であり、これまで以上に高度で先進的な医療を患者様や市民の皆様に提供することが可能

となります。次いで手術治療につきましても、当科の伝統であります低侵襲手術を更に発展さ

せ、患者様への負担をより軽減できるよう環境整備に取り組んでまいります。具体的には、近

年目覚ましい発展を遂げている MISS（Minimally Invasive Spinal Surgery、低侵襲脊椎手術）

ですが、Navigation System の導入により、当院でも選択可能な治療 Option とすることができ

るようになります。御期待ください。更に、様々な治療を行った後に、不幸にも症状が後遺し

た場合、特に難治性疼痛・慢性疼痛に対して、ここ数年、極めて有効な治療薬が開発されてき

ております。最新の知見を実際の臨床の場に時を移さず導入し、患者様に少しでも福音を与え



させていただくことができるよう努力していきます。また、当脳神経外科は京都大学脳神経外

科と強い連携をもつ関連施設であり、脊髄脊椎外科分野における教育訓練施設でもあります。

この分野において、大津市の地域医療に資することのできる優秀な外科医をこれまで同様、多

数輩出していきます。

最後に、脊髄脊椎外科の主な治療対象である「痛み」ですが、国際疼痛学会の定義によると、

「不快な感覚性、情動性の体験」であるとされています。定義に挙げられている、どの言葉を

とっても、曖昧でとらえどころのない非科学的な印象があります。患者様の「体験」が重きを

なすこの分野は、その治療対象が曖昧であるが故に、治療方針の決定にはこれまで「外科医の

治療経験」が物をいう分野でありました。ただし、これでは世代間における医療技術の継承が

困難であるばかりでなく、少しでも間違った方向へベクトルが向いてしまうと、修正がきかな

くなるリスクを孕んでいます。客観的なエビデンスに基づく治療をなすには、やはり難しい分

野ではあることは確かですが、粘り強く、患者様からいただいた治療成績データをもとに、こ

の大津市民病院から客観的な情報を発信できるよう、一個の外科医が暴走することなく、良い

チーム医療ができる環境を整備してまいります。

皆様、何卒、御指導・御鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。有難うございました。

NST 勉強会

・ 2 月 28 日（木）17 時 30 分～19 時 00 分

・ 9 階 A・B 会議室

・ 「摂食・嚥下障害患者の栄養管理」

消化器内科：小木曽 聖

※筆記用具、電卓をお持ちください。

平成 24 年度 第 2 回神経難病従事者研修会

・2 月 16 日(土) 9 時 30 分～16 時 00 分

・長浜赤十字病院 新 2号館 5階 会議室

・対象：介護支援専門員、介護老人保健施設職員、

訪問看護ステーション職員

・問い合わせ・申し込み先

滋賀県難病医療連携協議会事務局

電話：077-522-5055 FAX：077-522-0192

担当：松井

総合内科症例検討会

・3 月 6 日（水）17 時 30 分～（約 1時間）

・9 階 A・B 会議室

※ テーマ・疾患は決まり次第、下記ホーム

ページでお知らせします。

http://www.municipal-hospital.otsu.shiga.jp/


